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会員各位
公益社団法人　埼玉県理学療法士会

会長 清宮清美
西部ブロック理事代行 杉浦恵介
（公文書番号にて公印省略）

記

日　時：平成２９年１月２６日（木）　１９：００～２０：３０（受付開始１８：３０）

場　所：国立障害者リハビリテーションセンター

内　容：口述発表　１９題

参加費：無料（会員）、１，０００円（他県士会員）、５，０００円（協会非会員）

※発表者以外は新人教育プログラムの単位となりません

A会場（前半19:00～19:50、後半19:50～20:30）
　座長：皆吉孝治（所沢リハビリテーション病院）
　１．C6脱臼骨折によりC7頚髄損傷を呈した一症例　～プッシュアップ動作に着目して～

国立障害者リハビリテーションセンター病院 清水麻由子

　２．骨粗鬆症治療に対する理解の重要性を認識した膝蓋骨骨折と胸椎椎体骨折の合併症例 所沢明生病院 一岡みなみ

　３．脊柱側弯を呈した高齢女性のトイレ動作自立へ向けた取り組み　～立位に着目して～

明生リハビリテーション病院 内田　裕

　４．第2腰椎破裂骨折を呈し後方固定術を施行した症例　～歩容の改善による耐久性向上を目指して～

所沢リハビリテーション病院 岡野美由紀

　５．第12胸椎圧迫骨折を呈した症例　～体幹屈曲の増悪予防を目指して～ 所沢リハビリテーション病院 青木侑璃

　座長：池田浩由（所沢ロイヤル病院）
　１．麻痺側の大腿骨頸部骨折後、著名な鼠径部痛を呈した症例　～歩行獲得に向けて～明生リハビリテーション病院 鈴木希望

　２．鼠径部痛緩和により動的がバランス向上し歩行時の転倒リスクが軽減した症例 明生リハビリテーション病院 羽生敦貴

　３．高次脳機能障害に対する理学療法士としての介入 所沢ロイヤル病院 高本　卓

　４．破傷風感染後に拘束性換気障害を呈した症例 所沢リハビリテーション病院 平田宗一郎

　５．地域のグランドゴルフへの参加を目指した取り組み よしかわ通所リハビリテーション道 高橋雄理

B会場（前半19:00～19:50、後半19:50～20:20）
　座長：清水裕樹（明生リハビリテーション病院）
　１．起立動作獲得に向けて　～痛みにより前方への重心移動が困難となった症例～ 明生リハビリテーション病院 川端裕幸

　２．自主トレーニングの習慣化により、早期退院に至った症例　～マネジメントを意識した関りを通じて～

圏央所沢病院 土田昌平

　３．自宅復帰に向け、移動手段獲得に着目した症例　～フリーハンドでの自宅生活に向けて～

明生リハビリテーション病院 鈴木里沙子

　４．正常圧水頭症・慢性硬膜下血腫術後、歩行障害を呈した症例　～自宅退院に向けバランス機能向上・歩行自立を目標にした治療～

所沢ロイヤル病院 三浦大輝

　５．一側上肢のみによるセルフケアの獲得を目指した症例　～更衣訓練に着目して～ 明生リハビリテーション病院 齊藤匠哉

　座長：田島　匠（圏央所沢病院）
　１．急性期病棟における自主トレーニングの定着に向けた取り組み 圏央所沢病院 占部直子

　２．内側広筋-内側膝蓋支帯の伸張性低下・軟部組織の肥厚が屈曲制限となったTKA術後症例に対する治療の一例

所沢明生病院 大塚勝太

　３．右大腿骨頚部骨折を呈し在宅復帰を目指した症例　～歩行自立と階段昇降獲得を目指して～

所沢リハビリテーション病院 岩﨑拓斗

　４．退院後の生活に不安を抱く症例　～早期自宅退院した腰椎すべり症術後～ 所沢明生病院 萩原早紀

申し込み方法

申し込み期間：平成29年1月9日（月）～平成29年1月21日（土）

お問い合わせ：社会医療法人至仁会　圏央所沢病院リハビリテーション科　田島/杉浦まで

TEL：04-2920-0531（リハ科直通）
E-mail：sugiura@ken-o-tokorozawa-hosp.com

平成29年1月12日

西部ブロック所沢エリア　症例検討会のご案内

時下、皆様におかれましてはますますのご清祥のこととお慶び申し上げます。
この度、（公社）埼玉県理学療法士会西部ブロック所沢エリアにて下記のとおり症例検討会を開催する運び
となりました。会員の方のみならず、興味のある方はどなたでもご参加できますので、皆様方お誘い合わせ
の上参加申し込みくださりますようお願いいたします。

（公社）埼玉県理学療法士会ホームページ（http://www.saitama-pt.or.jp/）の講習会・研修会一覧から「平成28年
度西部ブロック所沢エリア症例検討会」を選択のうえ、申し込みフォームからお申し込みください。
※お断りをする場合のみ、電子メールにてご連絡いたします。


